
 

  

 

 

 

 

 

 

 

今日の給食（１２月３日・４日）  

 来校された保護者の方とお話していると、「学校だより見

ています！」「今日の給食、楽しみにしています！」という

お言葉をいただきました。そのような理由で、今回は、最初

に「今日の給食」を紹介したいと思います。 

３日（水）は、キムタクごはん、鶏肉の野菜あんかけ、み

そ汁、でした。給食を取りに来た生徒が、「ヤッター！キム

タクごはんだ～！」と歓声をあげていました。前回から短期

間で出るのは、本当に珍しいです。今回のキムタクごはん

は、前回よりもキムチの風味が強く、キムタクごはん！とい

った感じで、生徒たちも美味しそうに食べていました。鶏肉

もボリュームがあり、食べ応えがありました。 

４日は、ホキフライ、厚揚げのそぼろ煮、ホウレン草とし

めじのソテー、でした。給食のフライは、基本、ソースが付

きませんが、衣に味がついていて、そのままでも美味しく食

べることができました。ホキについて調べると、南半球の深

海魚で、寿命は２０年以上のものもいるそうです。厚揚げの

そぼろ煮もボリューム満点で、食べ応えがありました。ホウ

レンソウのソテーは、お替りをする人が多かったです。 

2 日間のメニューを紹介しましたが、美味しく食べるため

の様々な工夫があり、給食センターの皆さまのご苦労には、

頭が下がるばかりです。1 月は、「給食週間」が行われま

す。当たり前の給食を見つめなおし、感謝の気持ちを持って

ほしいと思います。

学校教育目標 
〇 広い心と公正な判断力のある、情操豊かな生徒を育成する。（徳育） 
〇 自ら求めて学び、豊かな知性を備え、創造力に富む生徒を育成する。（知育） 

〇 健康でたくましく、忍耐力に富む生徒を育成する。（体育） 
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〇 子どもは風の子！   

１２月に入り、急激に気温が下がりました。そのような中

でも、昼休みに生徒たちが運動場で遊ぶ姿が見られます。サ

ッカーやドッジボール、中には鉄棒をする生徒もいました。

鉄は外の寒さでとても冷たくなっているはずなのですが、そ

れをものともせず、下の写真のようにしっかりと握っていま

した。私が、玄関で運動場の様子を見ている間も、次々と生

徒が通り過ぎていきました。 

この元気で、インフルエンザ等の感染症を吹き飛ばしてほ

しと思います。また、万一、感染症が拡大し始めた場合、学

級閉鎖等の判断は、早めに行いたいと考えています。医師会

からも、罹患者が１０人以上になってからの判断では遅いと

いう指導を受けています。欠席者数、体調不良者数をみて、

ためらわすに判断していきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 アンガーマネジメント【２年生】  

昨日（４日）、２年生を対象に「アンガーマネジメント」

についての講話を実施しました。講師は、スクールカウンセ

ラーの荒木先生です。今回の講話で、１～3 年生まで、学年

の発達段階に応じたテーマでのお話が終了しました。1 年生

は思春期の心、２年生はアンガーマネジメント、３年生は受

験期のストレスについてでした。 

アンガーとは日本語で、「怒り」「憤り」です。日常生活

の様々な場面、人間関係の中などで、「怒り」の感情が芽生

えない人はいないと思います。それは当然のことです。しか

し、「怒り」の感情のままに行動してしますと、取り返しの

つかないことにつながる場合も少なくありません。そこで、

「アンガーマネジメント」について学習し、実践できるよう

になることが、これからの人生において大切なことです。 

 

☆ アンガーマネジメントとは？ 

「怒らないこと」を目的とするのではなく、怒る

べき状況では適切に怒りを表現し、そうでない場面

では感情を抑えることができるように、判断力を養

うことを目指す。怒りを感じた瞬間に爆発させず、

衝動のコントロール、思考のコントロール、行動の

コントロールといった技法を使い、ポジティブなエ

ネルギーに変えていくこと。 

 

人間は、様々な感情をもっています。決して、

「怒り」の感情を否定するのではなく、上手にコン

トロールすることで、プラスにしていこうとする考

え方です。今回の講話で学んだことを、毎日の生活

の中で少しずつ実践していってほしいと思います。 

同時に、大人である私自身も、しっかりと「アン

ガーマネジメント」を意識して、取り組んでいきた

いと思います。 


